
 42019年   １月 42019年   ２月
 5 2019年   １月5 2019年   ２月

学生たちの活動場所、
自分たちで作っちゃいました！

　　

中
津
川
市
で
は
、
市
の
魅
力
と

活
力
の
向
上
に
役
立
つ
学
生
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、
中
心
市
街
地

に
大
学
生
や
高
校
生
の
た
め
の
域

学
連
携
拠
点
「
ｃ
ｏ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ｉ
」

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
「
ｃ
ｏ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ｉ
」
は
、
大

学
生
や
高
校
生
が
地
域
の
方
々
や

地
元
企
業
・
行
政
・
教
育
関
係
者

な
ど
社
会
の
多
様
な
方
々
と
関
わ

り
な
が
ら
、
学
生
・
生
徒
の
強
み

を
生
か
し
た
中
津
川
の
ま
ち
の
魅

力
創
出
と
そ
の
発
信
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
学
生
・
生
徒
に
「
会

議
の
場
」、「
勉
強
の
場
」、「
交
流

の
場
」
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

「
ｃ
ｏ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ｉ
」
の
名
前
は

学
生
が
考
え
た
も
の
で
、
学
生
・

生
徒
・
地
域
・
企
業
・
行
政
等
が

協
力
し
て
い
く
「
ｃ
ｏ（
共
同
）」

と
、「
小
上
が
り
（
ｋ
ｏ
ａ
ｇ
ａ

ｒ
ｉ
）」
か
ら
、
名
前
が
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ゴ
も
学
生

た
ち
で
考
え
、
複
数
の
ロ
ゴ
デ
ザ

イ
ン
か
ら
、
ロ
ゴ
を
決
定
。
さ
ら

に
、
活
動
拠
点
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
講
師
か
ら
床
板
の
張
り
方
、

木
の
特
質
な
ど
を
学
び
な
が
ら
自

分
た
ち
で
床
板
を
張
り
、
掘
り
ご

た
つ
を
作
る
な
ど
の
改
修
を
し
ま

し
た
。
大
学
生
・
高
校
生
で
あ
れ

ば
、
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。
多

く
の
学
生
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
学
習
会
に
参
加
し

た
地
元
高
校
生
の
コ
メ
ン
ト

・
初
め
て
ま
ち
づ
く
り
学
習
会
に

参
加
し
、
こ
の
中
津
川
市
の
い
い

と
こ
ろ
、
課
題
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

自
分
が
生
ま
れ
育

ち
、
こ
れ
か
ら
も
中
津
川
市
に
住

む
者
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
改
善
し
、
良
い
と
こ
ろ
を
さ
ら

に
気
づ
き
発
信
し
て
い
け
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

中
津
高
３
年　

三
尾
浩
也
さ
ん

・
今
回
の
ま
ち
づ
く
り
学
習
会
を

通
し
て
地
域
の
良
さ
や
課
題
を
再

発
見
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

大
学
で
も
地
域
政
策
に
つ
い
て
学

び
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
今

回
の
経
験
を
糧
に
し
て
勉
強
し
、

将
来
中
津
川
市
に
還
元
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

　

中
津
高
３
年　

奥
村
稀
良
さ
ん

域学連携拠点
「ｃｏａｇａｒｉ」
２月11日㈷  オープン！

ところ　本町天満屋
（中津川市本町２丁目６－27）
利用料　無料
※２月11日午後から利用可

　 市民協働課（☎内線 325）　　　　　政策推進課（☎内線 307）

大
学
生
や
高
校
生
の
た
め
の
域
学

連
携
拠
点
「
ｃ
ｏ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ｉ
」

こ　

  

あ　

が　

り

てん ま   や

問 担当課

ひ
ろ  

や

き　

ら

まだまだあります

域学連携の活動
大正大学以外にも多くの大学生が市内で活動
しています。
平成30年度の活動を紹介します。

　にぎわいが減少しつつある中心市街地を盛り
上げるため、中津川市の観光ＰＲ動画の作成・
発信に取り組んでいます。夏の夕方に開催され
た六斎市では、中京学院大学の学生と共同で、
中津川市の花「さらさどうだん」をモチーフと
した「さらさどうだんライト」を来場者ととも
につくったり、ライトに明かりをともし、浴衣
を着た若者がまちをねり歩くことで活気が生ま
れました。その風景を撮影して中津川をＰＲす
る動画を作成し、Youtube などで放映すること
で中津川市の魅力を市内外に伝えています。

　地域おこしの実態を現場で学び、地域の課題
を知り、解決するために、馬籠地域、中津本町
地域で宿泊研修に取り組みました。馬籠地域で
は、外国人観光客や、お店の方へアンケートを
行い、外国人観光客の受け入れ状況などを調査。
地域の課題を明らかにし、ごみ箱の設置などの
改善案を提案しました。本町地域では、おいで
ん祭で本町地域にお客が流れてこないという課
題を解決するため、おいでん祭当日に浴衣の着
付け体験ができるブースを本町地域に出店し、
にぎわいづくりに一役買いました。

　坂下地域では名産のソバがあるが、冬季は観
光客を呼び込める名産品がない。そこで、近年
鳥獣被害対策で増えているイノシシの肉を冬季
の名産品にできないかと取り組んでいた地域の
方と連携し、イノシシのひき肉レシピ作りに取
り組みました。学生は坂下地域の方と交流しな
がら、８つのオリジナルレシピを考案し、地域
の方を中京学院大学瑞浪キャンパスに招いて、
試食会を開催したり、サラショッピングセン
ターや坂下そば祭りでイノシシレシピを披露し
てＰＲ。今後は店舗でのメニュー化を目指します。

　阿木地域で増えている空き家。この課題を解
決するため、「使える空き家を増やすための提
案」に取り組みました。学生たちは阿木地域の
方や、空き家所有者の方にアンケートを実施し、
阿木地域の空き家の実情などを調査。調査の結
果から、若者の視点で「空き家のイメージ」、「空
き家利活用のための課題」や「空き家の地域へ
の影響」について考え、地域の皆さんに空き家
の利活用について提案を行いました。地域に
とっても解決策を考える良い機会となりまし
た。

文京学院大学

名古屋外国語大学

中京学院大学

岐阜大学

学生の皆さんの声を聞いてみませんか

　大学生と市内高校の域学連携の取り組み
の成果発表会が開催されます。上記以外にも
阿木高校、名城大学、名古屋工業大学、東京
工業大学の活動も知ることができます。
と　き　２月23日㈯
　　　　10：00～13：30
ところ　健康福祉会館　４階多目的ホール

まち・ひと・しごと


